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昨年月末に販売、ＡＮＡセールでの旅行者目立つ

1

ＪＲ上場４社
第３四半期決算

全
事
業
回
復
し
、増
収
増
益

通
期
は
４
社
と
も
黒
字
見
込
む

街全体の魅力を伝える「街歩き」

川崎大師に偏る観光から脱却

駅たびコンシェルジュ

笹本　綾子　氏

川崎

⑩

ＪＡＬ、ＡＮＡ
第３四半期決算

３
年
ぶ
り
に
両
社
が
黒
字

通
期
、Ｊ
Ａ
Ｌ
は
下
方
、Ａ
Ｎ
Ａ
は
上
方
修
正

Ｊ
Ａ
Ｌ

％
増

Ａ
Ｎ
Ａ

％
増

国
内
線

月

純
利
益
を
黒
字
化

Ｊ
Ａ
Ｌ

国
際
旅
客
が
回
復

Ａ
Ｎ
Ａ

運
輸
が
大
幅
増
収

Ｊ
Ｒ
東
日
本

土
休
日
が
け
ん
引

Ｊ
Ｒ
東
海

コ
ス
ト

億
削
減

Ｊ
Ｒ
西
日
本

２
期
連
続
増
益
に

Ｊ
Ｒ
九
州

　
昨
年

月

日
か
ら
３
日
間

限
定
で
、
Ａ
Ｎ
Ａ
が
創
立

周

年
を
記
念
し
て
座
席
数
限
定
で

国
内
線
全
路
線
を
今
年
１
月
５

日
～
２
月

日
搭
乗
分
を
対
象

に
片
道
７
千
円
で
販
売
し
た

「
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
　
Ｖ

Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
セ
ー
ル
」
。
販
売
開

始
の

月

日
午
前
０
時
の
時

点
で
Ａ
Ｎ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
接
続
し
に
く
か
っ
た
が
、
今

回
は
あ
る
程
度
の
座
席
数
を
販

売
し
た
こ
と
も
あ
り
、
平
日
で

あ
れ
ば
比
較
的
、
販
売
最
終
日

で
あ
っ
た

月
１
日
の
夜
ま
で

購
入
で
き
た
こ
と
で
、
多
い
人

で
は
１
人
で

区
間
以
上
購
入

し
た
ほ
か
、
購
入
し
た
人
の
多

く
が
約
２
カ
月
弱
の
搭
乗
期
間

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
４
区
間

や
６
区
間
を
購
入
し
２
回
、
３

回
の
国
内
旅
行
を
楽
し
む
と
い

っ
た
人
が
多
か
っ
た
。

　
私
自
身
も
広
島
、鹿
児
島
、新

千
歳
の
各
路
線
を
羽
田
発
着
で

購
入
で
き
、広
島
で
は
お
好
み

焼
き
を
楽
し
み
、鹿
児
島
で
は

指
宿
で
砂
蒸
し
風
呂
で
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
、さ
ら
に
２
月
４
、５
日

の
週
末
で
は
３
年
ぶ
り
に「
さ

っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」を
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
片
道

７
千
円
で
Ａ
Ｎ
Ａ
便
を
使
っ
て

行
け
た
の
は
非
常
に
あ
り
が
た

か
っ
た
。
私
の
友
人
、
そ
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
仲

間
が
７
千
円
セ
ー
ル
の
お
か
げ

で
旅
行
に
行
け
た
と
い
う
声
が

多
く
聞
こ
え
て
き
た
。
セ
ー
ル

運
賃
の
お
か
げ
で
旅
の
幅
が
広

が
っ
た
と
い
う
ワ
ケ
だ
。

　
私
の
親
も
下
関
に
フ
グ
を
食

べ
に
行
っ
た
り
、
プ
ロ
野
球
の

キ
ャ
ン
プ
観
戦
で
宮
崎
、
沖
縄

に
出
か
け
た
り
し
て
い
る
が
、

７
千
円
以
外
に
徴
収
さ
れ
る

「
旅
客
施
設
使
用
料
」
（
羽
田

で
は
３
７
０
円
）
を
加
え
て
も

片
道
７
５
０
０
円
程
度
で
往
復

１
万
５
千
円
前
後
で
あ
る
。

「
全
国
旅
行
支
援
」を
活
用
し
、

５
千
円
程
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
（
２
名
利
用
な
ら
１
室
１
万

円
程
度
）
で
宿
泊
で
き
れ
ば
往

復
飛
行
機
＋
ホ
テ
ル
の
合
計
２

万
円
程
度
で
全
国
に
旅
行
が
で

き
て
し
ま
う
と
い
う
画
期
的
な

セ
ー
ル
だ
っ
た
。

　
国
や
地
方
自
治
体
の
旅
行
支

援
策
も
あ
る
が
、
航
空
会
社
が

閑
散
期
で
あ
る
１
、
２
月
に
大

々
的
な
セ
ー
ル
を
す
る
こ
と
で

地
方
に
多
く
の
旅
行
者
を
運
ぶ

と
い
う
効
果
を
生
ん
だ
。
そ
れ

も
税
金
を
一
切
使
わ
な
い
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
販
売
座
席
数
を

限
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

か
な
り
の
座
席
数
を
販
売
し
た

と
推
測
さ
れ
る
。
今
回
の
７
千

円
は
か
な
り
衝
撃
の
運
賃
で
創

立

周
年
の
特
別
企
画
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
以
外
で
も
Ａ
Ｎ
Ａ

や
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
は
「
タ
イ
ム
セ
ー

ル
」
と
い
う
形
で
片
道
１
万
円

前
後
で
の
セ
ー
ル
運
賃
を
発
売

す
る
こ
と
も
不
定
期
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
セ
ー
ル
運
賃
は

間
違
い
な
く
地
方
創
生
に
つ
な

が
る
こ
と
を
今
回
の
Ａ
Ｎ
Ａ
の

７
千
円
セ
ー
ル
で
実
感
し
た
。

も
ち
ろ
ん
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
も
片
道
数

千
円
の
セ
ー
ル
も
あ
る
が
、
や

は
り
Ａ
Ｎ
Ａ
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
セ
ー

ル
は
破
壊
力
が
あ
る
。
今
後
も

全
路
線
で
１
万
円
以
下
の
セ
ー

ル
は
年
に
１
～
２
回
程
度
で
実

施
し
て
ほ
し
い
。
結
果
的
に
地

方
創
生
に
も
つ
な
が
る
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）

街
歩
き
の
様
子

　
駅
た
び
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

川
崎
は
２
０
２
１
年
３
月


日
、
前
身
の
「
び
ゅ
う
プ
ラ

ザ
」
か
ら
、
秋
田
の
店
舗
と

共
に
駅
た
び
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
第

１
号
の
店
舗
と
な
り
ま
す
。

川
崎
大
師
な
ど
近
隣
観
光
の

案
内
や
、
首
都
圏
を
訪
れ
る

多
く
の
外
国
籍
の
方
へ
の
ご

案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
店
舗
で
は
、
地
域
貢
献
や

地
域
と
連
携
し
た
観
光
流
動

創
造
を
目
的
に
、

従
来
の
川
崎
大
師

に
偏
る
観
光
か

ら
、
川
崎
と
い
う

街
全
体
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
、
街

歩
き
企
画
を
始
め

ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ス
タ
ッ

フ
自
身
が
川
崎
の

魅
力
を
掘
り
起
こ

す
た
め
に
街
を
視

察
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
役
所
や
地

元
の
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
協
力
を
得
な
が
ら
川

崎
駅
周
辺
を
中
心
に
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
選
定
し
、
コ
ー
ス

の
作
成
へ
と
至
り
ま
し
た
。

　
初
の
取
り
組
み
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
参
加
者
の
募
集

に
向
け
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ

の
許
可
申
請
や
ガ
イ
ド
練

習
、
急
病
人
発
生
時
を
想
定

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な

ど
で
苦
慮
も
し
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
の
協
力
の
も
と
、

初
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
街
歩
き
で
は
、
１
人
参
加

の
方
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

声
掛
け
す
る
ほ
か
、
楽
し
く

安
心
で
き
る
よ
う
雰
囲
気
づ

く
り
に
も
努
め
ま
し
た
。
年

配
の
方
が
多
い
た
め
、
歩
く

速
さ
に
気
を
付
け
、
集
団
か

ら
離
れ
る
人
が
出
な
い
よ
う

に
、
前
後
の
ス
タ
ッ
フ
２
人

で
注
意
を
払
い
ま
し
た
。
当

日
は
ク
イ
ズ
な
ど
で
多
く
の

方
が
打
ち
解
け
、
「
改
め
て

川
崎
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
声
も
上
が
り
、

解
散
後
は
、
一
緒
に
お
茶
に

行
か
れ
る
方
ま
で
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　
街
歩
き
を
き
っ
か
け
に
、

企
業
や
市
役
所
な
ど
多
く
の

方
と
の
関
係
性
が
構
築
で

き
、
今
で
は
イ
ベ
ン
ト
開
催

に
向
け
た
協
力
を
得
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　
横
浜
に
比
べ
て
観
光
イ
メ

ー
ジ
の
乏
し
い
「
川
崎
」
の

街
で
、
街
歩
き
を
通
し
て
観

光
情
報
発
信
の
必
要
性
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。今
後
も
、

普
段
目
に
す
る
も
の
も
、
目

線
を
変
え
、
手
を
加
え
れ
ば

「
観
光
資
源
」
と
な
る
こ
と

を
意
識
し
な
が
ら
、街
歩
き
、

新
企
画
を
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
※
月
２
回
掲
載
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Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
海
、
西
日
本
、
九
州
の
上
場
４
社
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
３
年

３
月
期
第
３
四
半
期
決
算
（

年
４
月
１
日
～

月

日
）
を
発
表
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
あ
る
も
の
の
、
全
国
旅
行
支
援
や
水
際
対
策
の
緩
和
な
ど
か
ら
旅
客
事

業
、
旅
客
外
事
業
が
共
に
回
復
し
て
売
り
上
げ
が
増
加
。
４
社
と
も
増
収
増
益
と
な

っ
た
。
通
期
決
算
は
４
社
と
も
黒
字
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
日
本
航
空
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ

Ａ
Ｌ
）
と
全
日
本
空
輸
グ
ル

ー
プ
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
は
こ
の
ほ

ど
、

月
の
国
内
線
運
航
実

績
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

利
用
旅
客
実
績
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

が
前
年
同
期
比

・
６
％
増

の
２
８
２
万
９
５
０
人
、
Ａ

Ｎ
Ａ
が
同

・
７
％
増
の
２

８
６
万
３
８
９
９
人
だ
っ

た
。

　
有
償
座
席
利
用
率
（
ロ
ー

ド
フ
ァ
ク
タ
ー
）
は
Ｊ
Ａ
Ｌ

が

・
９
％
、
Ａ
Ｎ
Ａ
が


・
９
％
だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
と
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
３
年
３

月
期
第
３
四
半
期
決
算（

年
４
月
１
日
～

月

日
）

を
発
表
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
渡
航
制
限
の
緩
和
に
よ

る
国
際
旅
客
の
需
要
増
や
、
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

徹
底
な
ど
で
、
両
社
と
も
増
収
増
益
に
。
両
社
そ
ろ
っ

て
の
黒
字
は
３
年
ぶ
り
。
通
期
連
結
業
績
は
、
両
社
と

も
黒
字
を
見
込
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
下
方
修
正
、
Ａ

Ｎ
Ａ
は
上
方
修
正
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
第
３
四
半

期
決
算
は
、
売
上
高
が
前
年

同
期
比

・
５
％
増
の
１
兆

７
２
７
０
億
８
４
０
０
万

円
、営
業
利
益
が
１
１
２
０

億
６
０
０
万
円（
前
年
同
期

は
４
２
５
億
３
５
０
０
万
円

の
赤
字
）、経
常
利
益
が
８
７

４
億
７
７
０
０
万
円（
同
６

６
０
億
４
千
万
円
の
赤
字
）、

純
利
益
が
７
２
５
億
９
５
０

０
万
円
（
同
８
３
７
億
５
１

０
０
万
円
の
赤
字
）
と
、
増

収
増
益
で
３
期
ぶ
り
の
黒
字

転
換
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回

復
で
運
輸
事
業
が
大
幅
増
収

と
な
る
な
ど
、
全
セ
グ
メ
ン

ト
が
黒
字
転
換
し
た
。

　
運
輸
事
業
は
、
鉄
道
運
輸

収
入
の
増
に
加
え
、
Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ
に
係
る
負
債
の
収
益
計

上
時
期
を
変
更
し
た
。
流
通

・
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
エ
キ

ナ
カ
店
舗
の
売
り
上
げ
が
増

加
し
た
。
不
動
産
・
ホ
テ
ル

事
業
は
、
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
売
り
上

げ
が
増
加
し
た
が
、
不
動
産

販
売
の
収
入
が
減
少
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
事
業
の
売
り
上
げ
が
増

加
し
た
。

　

年
３
月
期
通
期
決
算
予

想
は
、
売
上
高
が
２
兆
４
５

０
０
億
円
、
営
業
利
益
が
１

５
３
０
億
円
、
経
常
利
益
が

９
８
０
億
円
、
純
利
益
が
６

０
０
億
円
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
第
３
四
半
期

決
算
は
、
売
上
高
が
前
年
同

期
比

・
５
％
増
の
１
兆
１

９
１
億
５
１
０
０
万
円
、
営

業
利
益
が
同
７
２
４
・
２
％

増
の
３
０
６
３
億
６
９
０
０

万
円
、
経
常
利
益
が
２
５
４

４
億
７
６
０
０
万
円
（
同
１

４
７
億
１
千
万
円
の
赤
字
）、

純
利
益
が
１
８
０
６
億
６
千

万
円
（
同
１
２
３
億
２
６
０

０
万
円
の
赤
字
）
。
東
海
道

新
幹
線
、
在
来
線
と
も
に
増

加
し
、
第
３
四
半
期
の
３
カ

月
間
は
２
０
１
８
年
度
比
で


％
ま
で
回
復
し
た
。
特
に

土
休
日
の
利
用
が
回
復
を
け

ん
引
し
た
。

　
運
輸
業
は
、
営
業
施
策
と

し
て
、
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
予

約
」
「
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｘ
」
で

九
州
新
幹
線
区
間
へ
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
延
伸
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
た
。
流
通
業

で
は
、
「
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
名

古
屋
タ
カ
シ
マ
ヤ
」
で
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ゾ
ー
ン
の
大
規

模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め

た
。
不
動
産
業
は
、
駅
構
内

や
駅
直
結
ビ
ル
な
ど
で
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
事
業
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」
の

拡
充
を
進
め
た
。旅
行
業
は
、

「
ず
ら
し
旅
」
と
連
動
し
、

京
都
、
奈
良
、
東
京
、
飛
騨

な
ど
に
向
け
た
旅
行
商
品
を

販
売
し
た
。

　

年
３
月
期
通
期
決
算
予

想
は
、
売
上
高
が
１
兆
３
３

２
０
億
円
、
営
業
利
益
が
２

７
９
０
億
円
、
経
常
利
益
が

２
０
８
０
億
円
、
純
利
益
が

１
４
１
０
億
円
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
第
３
四
半

期
決
算
は
、
売
上
高
が
前
年

同
期
比

・
５
％
増
の
９
７

４
８
億
４
５
０
０
万
円
、
営

業
利
益
が
６
９
９
億
９
５
０

０
万
円（
同
７
９
４
億
６
４

０
０
万
円
の
赤
字
）、経
常
利

益
は
５
９
８
億
３
３
０
０
万

円（
同
８
２
６
億
３
１
０
０

万
円
の
赤
字
）、純
利
益
は
８

７
３
億
７
２
０
０
万
円（
同

５
４
０
億
２
１
０
０
万
円
の

赤
字
）。運
輸
収
入
が
回
復
基

調
な
ほ
か
、コ
ス
ト
構
造
改

革
が
進
み
、第
３
四
半
期
累

計（
連
結
）で
８
０
０
億
円
を

削
減
し
た
。
３
期
ぶ
り
に
全

セ
グ
メ
ン
ト
で
黒
字
を
確
保

し
た
。

　
運
輸
業
は
、
全
国
旅
行
支

援
や
水
際
対
策
の
緩
和
の
効

果
か
ら
、
近
畿
圏
は
９
割
、

全
体
で
８
割
台
ま
で
回
復
し

た
。
流
通
業
は
、
駅
構
内
店

舗
や
百
貨
店
の
売
り
上
げ
が

回
復
し
た
。
不
動
産
業
は
、

投
資
家
向
け
の
販
売
が
増
加

し
た
。
ホ
テ
ル
業
は
、
客
室

稼
働
率
が
改
善
傾
向
で
、
宿

泊
部
門
を
中
心
に
業
績
が
回

復
し
た
。
旅
行
業
は
、
引
き

続
き
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
事
務

局
業
務
受
託
な
ど
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
が
け
ん
引
し

た
。

　

年
３
月
期
通
期
決
算
予

想
は
、
売
上
高
が
１
兆
３
０

９
０
億
円
、
営
業
利
益
が
３

０
０
億
円
、
経
常
利
益
が
１

３
５
億
円
、
純
利
益
が
５
８

５
億
円
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
第
３
四
半
期

決
算
は
、売
上
高
が
前
年
同

期
比

・
３
％
増
の
２
６
１

２
億
８
千
万
円
、営
業
利
益

が
同
７
０
８
・
５
％
増
の
２

２
５
億
１
２
０
０
万
円
、経

常
利
益
が
同
２
３
７
・
７
％

増
の
２
３
５
億
２
７
０
０
万

円
、純
利
益
が
同
１
３
３
・
７

％
増
の
２
１
５
億
３
３
０
０

万
円
。鉄
道
旅
客
運
輸
収
入

が
増
加
し
た
ほ
か
、小
売
業

や
ホ
テ
ル
業
が
増
収
に
。２

期
連
続
の
増
益
と
な
っ
た
。

　
運
輸
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

は
、

月
か
ら
九
州
観
光
機

構
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

回
復
を
目
指
し
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
う
ほ
か
、
水
際
対

策
の
緩
和
に
伴
い
、

月
か

ら
福
岡
―
釜
山
間
で
新
型
高

速
船
「
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｂ
Ｅ

Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
」
の
運
航
を
始
め

た
。
不
動
産
・
ホ
テ
ル
グ
ル

ー
プ
は
、
「
嬉
野
八
十
八
」

「
長
崎
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ

ル
」
の
開
発
を
推
進
し
た
。

流
通
・
外
食
グ
ル
ー
プ
は
、

郊
外
型
商
業
施
設
へ
の
出
店

を
進
め
る
と
と
も
に
、
不
採

算
店
舗
の
閉
店
な
ど
経
営
効

率
化
を
進
め
た
。
建
設
グ
ル

ー
プ
は
、
受
注
す
る
工
事
数

が
減
少
に
な
っ
た
。
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、

建
設
機
器
販
売
・
レ
ン
タ
ル

事
業
や
広
告
業
で
収
益
の
確

保
に
努
め
た
。

　

年
３
月
期
通
期
決
算
予

想
は
、
売
上
高
が
３
８
１
４

億
円
、
営
業
利
益
が
２
９
０

億
円
、
経
常
利
益
が
３
０
０

億
円
、
純
利
益
が
２
６
６
億

円
。　
　
　
　【
長
木
利
通
】

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
、
グ
ル
ー
プ
連

結
売
上
高
が
前
年
同
期
比
１

０
１
・
７
％
増
の
１
兆

億

９
千
万
円
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
が
３

４
７
億
１
５
０
０
万
円
（
前

年
同
期
は
１
８
３
３
億
２
８

０
０
万
円
の
赤
字
）。純
利
益

は
１
６
３
億
１
３
０
０
万
円

（
同
１
２
８
３
億
２
２
０
０

万
円
の
赤
字
）
と
、
前
年
か

ら
１
４
４
６
億
３
５
０
０
万

円
改
善
し
た
。

月
以
降
、

国
際
旅
客
、
国
内
旅
客
と
も

需
要
が
急
速
に
回
復
。
第
２

四
半
期
で
の
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
黒
字

化
に
続
き
、
第
３
四
半
期
で

は
純
利
益
の
黒
字
化
も
達
成

し
た
。
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は

安
定
的
に
利
益
を
上
げ
た
。

　
国
際
旅
客
の
売
上
高
は
、

同
５
０
９
・
７
％
増
の
２
８

７
１
億
円
に
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
渡
航
制
限
の
緩
和
か
ら
、

日
本
発
着
旅
客
数
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
中
心
に
徐
々
に
回

復
し
た
。
需
要
回
復
が
早
い

ア
ジ
ア
―
北
米
間
で
は
通
過

需
要
に
対
応
す
る
ダ
イ
ヤ
設

定
な
ど
を
行
っ
た
。
国
内
旅

客
の
売
上
高
は
、同

・
７
％

増
の
３
３
５
５
億
円
に
。全

国
旅
行
支
援
の
影
響
な
ど
、

観
光
を
中
心
に
回
復
し
た
。

　
貨
物
・
郵
便
の
売
上
高
は
、

ア
ジ
ア
―
北
米
間
を
中
心
に

好
調
を
維
持
し
、
同

・
９

％
増
の
１
８
３
４
億
円
に
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
売
上
高
は
、
新
規

就
航
便
が
好
調
で
、
２
０
１

億
円
と
な
っ
た
。こ
の
ほ
か
、

非
航
空
事
業
領
域
は
、
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
が
安
定
的
に
収

益
を
計
上
。
マ
イ
ル
・
ラ
イ

フ
・
イ
ン
フ
ラ
等
は
同

・

４
％
増
の
１
６
７
７
億
円
と

な
っ
た
。

　
格
付
け
評
価
上
の
自
己
資

本
比
率
は

・
５
％
、
ネ
ッ

ト
Ｄ
／
Ｅ
レ
シ
オ
は
０
・
２

倍
を
維
持
。
営
業
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
は
１
９
１
４
億
円

で
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
も
１
１
７
３
億
円
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
ロ
ー
へ
大

き
く
改
善
し
た
。

　
今
後
は
、

年
３
月
期
以

来
の
復
配
に
向
け
て
最
大
限

努
力
。
国
際
旅
客
は
単
価
の

上
昇
で
収
入
を
確
保
す
る
。

実
質
固
定
費
は
年
間
５
千
億

円
の
目
標
か
ら
さ
ら
に
削
減

を
進
め
、
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
実
施
す
る
。

　

年
３
月
期
通
期
決
算
予

想
は
下
方
修
正
し
、
売
上
高

が
１
兆
３
５
８
０
億
円
、
Ｅ

Ｂ
Ｉ
Ｔ
が
５
０
０
億
円
、
純

利
益
が
２
５
０
億
円
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
連
結

売
上
高
が
同

・
５
％
増
の

１
兆
２
５
８
６
億
５
５
０
０

万
円
、
営
業
利
益
が
９
８
９

億
８
２
０
０
万
円（
前
年
同

期
は
１
１
５
８
億
１
７
０
０

万
円
の
赤
字
）。国
際
旅
客
が

回
復
す
る
な
ど
、純
利
益
は

６
２
６
億
１
０
０
万
円（
同

１
０
２
８
億
４
０
０
万
円
の

赤
字
）と
な
り
、前
年
か
ら
大

幅
に
改
善
し
、営
業
利
益
、

純
利
益
と
も
３
年
ぶ
り
の
黒

字
と
な
っ
た
。

　
国
際
旅
客
の
売
上
高
は
同

５
０
１
・
９
％
増
の
２
９
０

３
億
円
に
。北
米
―
ア
ジ
ア

間
の
接
続
需
要
や
日
本
発
の

ビ
ジ
ネ
ス
需
要
、訪
日
需
要

が
回
復
。前
年
同
期
か
ら
旅

客
数
は
約
５
倍
、収
入
は
約

６
倍
と
な
っ
た
。国
内
旅
客

の
売
上
高
は
同

・
９
％
増

の
３
９
２
１
億
円
に
。全
国

旅
行
支
援
の
影
響
で
レ
ジ
ャ

ー
需
要
が
増
え
、旅
客
数
、収

入
と
も
前
年
同
期
の
約
１
・

９
倍
と
な
っ
た
。Ｌ
Ｃ
Ｃ
の

売
上
高
は
同
１
５
２
・
５
％

増
の
６
２
０
億
円
だ
っ
た
。

　
貨
物
の
売
上
高
は
、
国
際

線
が
同
７
・
７
％
増
の
２
５

６
１
億
円
、
国
内
線
が
同
０

・
９
％
減
の
３
２
０
５
億
円

に
。
国
際
線
貨
物
は
旅
客
需

要
の
取
り
込
み
強
化
の
た

め
、
旅
客
機
で
の
貨
物
専
用

便
の
運
航
を
減
少
し
た
。

　
旅
行
事
業
の
売
上
高
は
同


・
６
％
増
の
５
３
０
億
円
、

営
業
損
失
が
６
億
円
に
。
国

内
旅
行
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の
取
扱
高
が
増
え

た
ほ
か
、
支
払
い
に
マ
イ
ル

が
使
え
る
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ト
ラ
ベ

ラ
ー
ズ
ホ
テ
ル
」
商
品
も
好

調
に
推
移
し
た
。
海
外
旅
行

は
４
月
の
ハ
ワ
イ
か
ら
、
順

次
方
面
を
拡
大
し
て
い
る
。

　
商
社
事
業
は
売
上
高
が
同


・
６
％
増
の
７
６
５
億
円
、

営
業
利
益
が
同
３
４
０
・
７

％
増
の

億
円
に
。
空
港
物

販
店
や
、
電
子
事
業
の
取
扱

高
が
増
加
し
た
。

　
自
己
資
本
比
率
が

・
７

％
と

年
３
月
期
か
ら
０
・

９
㌽
増
加
。
Ｄ
／
Ｅ
レ
シ
オ

は
１
・
９
倍
と
な
っ
た
。
営

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
３

３
９
２
億
円
、
実
質
フ
リ
ー

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
２
５

７
８
億
円
で
、
昨
年
同
期
比

か
ら
は
減
少
し
た
。

　
今
後
は
、
地
政
学
リ
ス
ク

な
ど
が
継
続
す
る
こ
と
か

ら
、
人
的
資
本
や
航
空
機
へ

の
投
資
、
コ
ロ
ナ
禍
で
増
え

た
有
利
子
負
債
の
返
済
を
含

め
た
財
務
基
盤
の
復
元
を
、

次
期
中
期
経
営
計
画
（
２
月


日
発
表
）で
進
め
て
い
く
。

　

年
３
月
期
の
通
期
決
算

は
上
方
修
正
し
、
売
上
高
が

１
兆
７
１
０
０
億
円
、
営
業

利
益
が
９
５
０
億
円
、
純
利

益
が
６
０
０
億
円
。


